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グループ名 参加者氏名 テ　ー　マ

吉 田 地 区 本
ほん

田
だ

真
しん

次
じ

さん、日
ひ

倉
くら

秀
ひで

人
と

さん
吉田地区の若者、次世代が思う課題、不安に思うこと、取り組みについ
て意見を聞き、共有したい

田 井 地 区 堀
ほり

江
え

敬
けい

二
じ

さん、山
やま

田
だ

祐
ゆう

子
こ

さん
和
い ず み

泉大
だい

輔
すけ

さん
田井地区の新たなネットワークの構築

三新塔地区 城
じょうかく

角達
たつ

也
や

さん、堀
ほり

内
うち

結
ゆう

子
こ

さん
舟
ふな

木
き

友
とも

一
かず

さん、新
あたらし

三
み ち お

千雄さん
空き家を活用して定住人口を増やす（子育て世代の定住）

幡 屋 地 区 山
やまさき

崎　勉
つとむ

さん、山
やま

崎
さき

達
たつ

夫
お

さん 消防団の欠員補充

飯 石 地 区 金
かね

築
つき

莉
り

那
な

さん、小
こば

林
やし

雅
まさ

和
かず

さん
黒
くろ

谷
たに

　文
ふみ

さん
地区計画をどのように地域へ届けるか

市職員有志 高
たか

田
た

浩
こう

二
じ

さん、野
の

々
の

村
むら

一
かず

彦
ひこ

さん
山
やま

下
した

実
み

里
のり

さん
市職員の地域参画

地
域
へ
の

最
終
報
告
の
様
子

吉田 田井 幡屋

　昨年度に、地域および行政から選出された方々により構成された「地
域と行政の今後のあり方合同検討プロジェクトチーム」がとりまとめ、
地域と行政に提出した「地域と行政の今後のあり方報告書」において「人
材育成・確保」の対策として提案された取り組みです。
　今年度から開講し、受講生として地域から推薦された方々や市役所
の有志職員が参加し、６月から12月の間で地域の課題から地域と相談
の上、テーマを設定し、テーマに対する方策を検討して地域へ提案す
るものです。

地域経営カレッジとは

▲報告書提出の様子

地域の担い手育成に向けた取り組み
～地域経営カレッジ～

【問い合わせ先】
　地域振興課　☎0854-40-1013



　全体報告会を春殖交流センターで行い、約50人が参加しま
した。
　第１部では山形県のNPO法人きらりよしじまネットワーク
事務局長　髙

たか

橋
はし

由
よし

和
かず

さんを講師に迎え、「創生と共生の地域の
担い手をどうつくるか その仕組みと実践」と題した講演を行
いました。地域での取り組み事例を交え、人材育成は地域課題
であること、地域としてのあり方、環境づくり等について話さ
れました。
　第２部では地域経営カレッジの受講生がこれまでの取り組み
や今後の展望について報告しました。

▲全体報告会を終えた受講生

全体報告会の様子（飯石地区グループ）

▲全体報告会の会場の様子

●この取り組みを通して、これまでつながりのな
かった地域自主組織の方々とつながることがで
きた。
●グループで議論していくうちに取り組みへの責
任感が生まれた。今回、地域の課題・現状を地
域の皆さんに話せたことが非常に大きな成果で
あると思う。
●最初は良いテーマを選んだと思えたが、課題の
現状を知るうちに大変な課題であることに気付
けた。
●地域の皆さんから意見をいただいて、考えさせ
られることが非常に多かった。
●この取り組みにより、課題への理解を深めること
ができたので、今後は活動しやすくなると思う。
●この取り組みを進めるうちに、地域の皆さんに
活動する若手を応援する意識が少しずつ芽生え
たという実感があった。この実感は若手の地域
づくりへの参画につながると思う。次世代が生
き生きと活動するきっかけにつながっていく取
り組みであったと思う。

●地域全体で支援する体制が必要である。自治会
単位だけでなく地域自主組織全体で仕組みを考
えていかなければいけない。

●受講生が設定したテーマや方策は的確であっ
た。今後、地域へ提案された方策の具体案を検
討していきたい。

●これまでは若手との交流が希薄であった。今後
はいろいろな活動を一緒に取り組んでいきたい。

地域経営カレッジ全体報告会12
22㈰



雲南ラーニングセンター「みんなの家」：地域の方の憩いの場として、または貸し事務所等としても使用できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設（木次町里方）

　第２回加茂町人権セミナーが加茂健康福祉センター
かもてらすで雲南市人権・同和教育推進協議会加茂支
部の主催（共催：加茂まちづくり協議会）により行わ
れ、約50人が参加しました。
　講師に元中学校長で視覚障がいがある岩

いわ

﨑
さき

巖
いわお

さんを
迎え、「わくわくどきどき心地よく～出逢いに感謝～」
と題して講演されました。
　講演では、目が不自由になったことがきっかけで始
められたハーモニカ演奏を交え、自身の体験を話され
ました。
　参加者の中からは、「どういう状況になっても前向
きに生きること、そこには必ず支え、見守る人がいる。
日々暮らしていくことの幸せをかみしめたい」、「視力
を失われるという逆境にも関わらず、次の目標を持っ

12 ５/ 木

▲講演される岩﨑さん

て生活される姿に感動した」、「演奏を交えた今までに
ないような講演で時間を忘れて聞くことができた」等
の感想が寄せられました。

　中学生による議会「子どもギカイ」が雲南ラーニン
グセンター「みんなの家」※で開会され、市内中学生
６人が「執行部」として地域づくりについて話し合い、
今後の取り組みについて発表しました。
　この企画は地域づくり団体「サンカクカフェ」と「う
んなんしー」の主催により行われ、中高生の幸雲南塾
と協力し実施され、10月９日に開催された応援ゴル
フコンペでの参加費および趣旨に賛同した方々の寄附
金を予算にし、中学生が考えた施策を中学生たちが実
現する取り組みです。
　中学生たちはまちの課題解決に対する個人の考えを
もとに、執行部としての意見をまとめ、議員役である
主催者らの質疑に対して施策を説明しました。その後、
中学生たちは議員役からの指摘をもとに自分たちの考
えを再検討し、実際に執行する施策について決定し、
最終発表を行いました。

11 30/ 土

▲施策を説明する中学生

　閉会後、中学生は「お金を人のため、まちのために
使うことの難しさを感じた」と振り返りました。
　今後、子どもギカイの中学生たちはこの決定をもと
に、施策を実現していきます。



▲講演する児玉理事長▲現地調査の様子

12 ７/ 土

　鉄の歴史村フォーラム2019「たたら製鉄のゆくえ」
が、公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団の主催に
より行われました。
　第１部では、県内外から集まった18人の参加者が
菅谷たたら山内で現地調査を行い、日本遺産である
「出

いずものくに

雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」
の構成文化財である菅谷たたら山内 米倉、萱

かや

ノ
の

鉄
か ん な

穴
場
ば

跡
あと

を訪れ、在りし日の光景に思いを馳せました。
　第２部では講演会等が吉田健康福祉センターで開催
され、約50人が参加しました。島根県鐵工会理事長　
児
こ

玉
だま

泰
やす

州
くに

さんを講師として招き、「鐵の國・島根」と

題して講演され、島根県の鉄鋼業の歴史や現況のほか、
自動化による働きやすさの向上や男女共に働ける環境
の整備の重要性について話されました。
　続いて、武蔵大学教授　水

みな

口
くち

拓
たく

寿
じゅ

さんより「たたら
製鉄の未来のために」と題して講演が行われ、24年
前の旧吉田村での研究を踏まえて、玉鋼の今後の商品
開発や販路の方針等について話されました。
　その後、市内の有志グループ「いいね！T

た た ら

ATARA部」
から「令和時代に望まれた鉄の歴史村へ　TATARA部
の取り組み」が報告されたほか、「たたら製鉄のゆくえ」
をテーマに討論会が開催されました。

▲各々のチャレンジについて考える学生たち

12 ７/ 土

12 ８/ 日
～

　雲南コミュニティキャンパスのスタートアップ合宿
を清流の館（大東町上久野）で開催し、全国６大学１
専門学校から15人の学生が参加しました。
　これは雲南市を大学生の学びのフィールドとし、イ
ンターンシップや現地調査等を通して、大学生の地域
貢献力や地域課題解決力の向上と、ＵＩターンのきっ
かけをつくることを目的に平成28年度から実施して
います。
　合宿の初日には、雲南市を知るツアーや地域での体
験のほか、市内のチャレンジの実践者との交流会を行
い、最終日に学生たちは今春の実践型インターンシッ
プ等を想定した取り組みを考え、発表を行いました。
　この合宿を機にやりたいことを見付けた学生のほ
か、春に市内で行われる実践型インターンシップ等

へ参加を宣言した学生もいました。今後も学生の主
体的な学びや実践に皆さんからのご声援をお願いし
ます。



　令和元年度雲南市ブランド米振興大会が雲南市水田
農業担い手協議会（会長　錦

にしこおり

織 満
みつる

さん）の主催によ
り三刀屋交流センターで開催され、生産者や関係者ら
約60人が参加しました。
　市では、平成28年度よりつや姫によるブランド米
の取り組みを開始し、４年目を迎えた令和元年産は、
田植え時期の水不足やお盆過ぎの長雨等水稲栽培には
非常に厳しい１年となり、ブランド米のたたら焔

ほむらまい

米認
定率は約13％となりました。
　大会では、令和元年産優良生産者の表彰を行い、田

た

12 16/ 月

中
なか

政
まさ

明
あき

さん（大東町）、農事組合法人みなみ村（代表
理事　新

に っ た

田秀
ひで

雄
お

さん：大東町）が受賞されました。
　さらに最も優れたタンパク値と品質のたたら焔米を
出荷された生産者に贈られる雲南市長杯は田中さん
が、また出荷量を重視して総合的にたたら焔米の振興
に貢献された生産者に贈られるＪＡしまね雲南地区本
部長杯は農事組合法人みなみ村がそれぞれ受賞されま
した。
　最後に、令和２年に向けてさらなる振興を図ること
を誓い合いました。

▲あいさつをする錦織会長 ▲雲南市長杯とＪＡしまね雲南地区本部長杯の受賞者たち

12 15/ 日

▲楽しいお話を届ける小田川シェフ

　“おはなしシェフ”こと小
お

田
だ

川
がわ

美
み

由
ゆ

紀
き

さん（加茂町）
の「おはなしレストラン」が木次図書館で開催され、
約90人が参加しました。
　毎年夏と冬の２回開催される「おはなしレストラン」
は平成12年に始まり、これまでもたくさんの楽しい
おはなしを小田川シェフから子どもたちへ届けて来ら
れ、今年で20周年、40回を迎えました。
　第１部を「０．１．２さいレストラン」、第２部を「大
きい子向けレストラン」としてわらべうたや手遊び、
ブラックパネルシアター※等が披露され、子どもから
大人まで笑顔あふれる時間を過ごしました。
　最後に、開催20周年を記念して木次図書館の星

ほ し の

野
淳
じゅん

館長から小田川シェフへ感謝状と記念品が贈呈さ

れ、小田川シェフは「これからも頑張って『おはなし
レストラン』を続けていきたい」と話されました。

ブラックパネルシアター：暗くした部屋で、布を貼ったパネルに蛍光絵の具などで描いた絵を貼ったりして
　　　　　　　　　　　　お話を展開させる表現方法



１ １/ 水

▲完走をめざしてスタートする参加者たち ▲挟長神社を参拝する参加者たち

　毎年恒例の掛合町元旦マラソンが行われ、今年で
44回目の開催となりました。
　このマラソンは雲南市体育協会掛合支部（支部長　
渡
わたなべ

辺重
しげ

光
みつ

さん）の主催で、掛合体育館前をスタートし
てゴールの挟

さ

長
なが

神社までを３km・１kmのコースを
選択して走ります。
　参加者は掛合町内在住の方が中心ですが、帰省され

７

ている方等の参加も多くみられ、約100人の参加があ
りました。
　当日は降雪雨なく素晴らしい天候のなか、全員が完
走を果たしました。
　最後は挟長神社で揃って参拝し、それぞれが新しい
年に向けて祈願を行いました。

12 18/ 水

▲協定書調印式の様子 ▲マグネットステッカーを装着する三刀屋高校美術部員たち

　雲南市社会福祉法人連絡会（会長　竹
たけ

下
した

三
さぶ

郎
ろう

さん）
では、地域公益活動の一環としてドライブレコーダー
を装着した各福祉事業所の送迎用車両を運行し「なが
ら見守り」による防犯活動を行う「うんなん福祉・安
全サポーター」事業を雲南警察署等と連携して実施さ
れます。
　これに併せ、「送迎用車輌を活用した防犯・交通安
全に関する協定書調印式及びマグネットステッカー贈
呈式」が行われ、関係者ら約40人が出席しました。

　贈呈式では「うんなん福祉・安全サポーター」の全
車両に装着されるマグネットステッカーのデザインを
考案した三刀屋高校美術部　松

まつ

浦
うら

千
ち

夏
なつ

部長、上
うえ

原
はら

理
り

香
か

子
こ

さん、梨
なし

岡
おか

華
はな

さんから竹下会長へマグネットステッ
カーが贈呈されました。
　続いて、竹下会長と青

あお

木
き

厚
あつし

雲南警察署長とで協定
書への調印が行われた後、「うんなん福祉・安全サポー
ター」は「ながら見守り」に出発しました。



情
報
通
信
環
境
の
向
上
に
よ
り

「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
」、「
働
く
場
」、

「
教
育
の
機
会
」
の
創
出

c o l u m n

市長
コラム

　
今
年
も
定
住
基
盤

の
整
備
、
人
材
の
育

成
確
保
を
積
極
的
に
進
め
、
人
口
の
社
会
増
を

め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
は
地
方
創
生
推
進
の
切
り
札
と
し
て
全

国
を
網
羅
す
る
情
報
通
信
環
境
の
整
備
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
併
せ
て
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
意
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、子
育
て
、

仕
事
、
教
育
等
で
都
市
と
地
方
の
格
差
縮
小

が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
雲
南
市
に
は
７
つ
の
中
学

校
、
15
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
そ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
、
教
師
と
子

ど
も
の
身
近
な
距
離
で
の
教
育
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　
今
後
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

（
５フ
ァ
イ
ブ
ジ
ー

Ｇ
）
等
の
通
信
技
術
が
ま
す
ま
す
発
展

し
、場
所
と
時
間
に
縛
ら
れ
な
い
暮
ら
し
方
、

働
き
方
が
実
現
で
き
る
社
会
に
な
っ
て
い
く

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
月
号
で
雲
南
ソ
ー
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
の
雲

南
ソ
ー
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ス
タ
ー
ト
以

来
、
10
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
以
来
、30
社
の
企
業
が
雲
南
市
に
来
ら
れ
、

10
社
以
上
の
企
業
が
雲
南
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
共
感
さ
れ
、
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
よ
っ
て
、「
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
」、「
働
く
場
」、「
教
育
の
機
会
」
の
創
出

を
ぜ
ひ
と
も
期
待
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
」
は
、
企
業
と
地
域
が

連
携
し
、
空
き
家
を
活
用
し
て
地
域
の
方
や

企
業
の
社
員
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
語
り
合

う
場
の
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
働
く
場
」
は
、
育
児
等
に
よ
り
働
く
時
間

が
限
ら
れ
て
い
る
女
性
が
活
躍
で
き
る
テ
レ

ワ
ー
ク
※
１
社
会
の
実
現
を
可
能
に
し
ま
す
。

　「
教
育
の
機
会
」
は
、
こ
れ
ま
で
距
離
の

問
題
で
教
育
の
機
会
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
あ
っ
た
中
山
間
地
域
で
、
Ｉア
イ
シ
ー
テ
ィ

Ｃ
Ｔ
※
２
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
そ
う
し
た
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
情
報
通
信
環
境

の
進
展
に
よ
っ
て
世
界
と
の
距
離
が
縮
ま
り
、

地
球
の
反
対

側
の
地
域
と

お
隣
同
士
の

付
き
合
い
が

進
み
つ
つ
あ

る
中
、
そ
れ

に
適
合
す

る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま

す
。

※
１
　
テ
レ
ワ
ー
ク
：
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
時
間

　
　
　
や
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
働
く
勤
労
形
態

※
２
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
伝
達
技
術

　 ▲企業チャレンジ推進連絡会で
　 　あいさつをする速水市長

６ ９/1 12/ 日

　雲南市消防出初式を三刀屋文化体育館アスパルで開
催し、多数の来賓を迎え朝

あさ

山
やま

 猛
たけし

団長以下1,163人の
消防団員が参加しました。
　式典では、速水市長が「普段団員の皆様には生業の
傍ら消防団の任務に就いていただいておりますことに
改めて敬意を表しますとともに、感謝を申し上げる。
市としても、消防団員の皆様が活動しやすい環境づく
りに取り組んでいく」と式辞を述べ、消防庁長官表彰
等の表彰が行われました。
　最後に朝山団長が「特に、近年、全国各地で発生し
ている災害からも、災害時における消防団の果たす役
割の重要性が再確認されている。今後も、地域の皆様
の安全・安心を支える消防団員として、誇りをもっ
て真摯に消防団活動に取り組まれることを期待する。
我々団員は今年も住民の皆様の激励、各事業所の協力
もいただき、『安全で安心なまちづくり』、『無火災の ▲訓示する朝山団長

まちづくり』を目標に心を一つにし、汗を流していき
たい」と訓示しました。
　式典後には、三刀屋川河川敷で「放水はじめ」の合
図で一斉放水を行いました。



３月で満１歳（平成31年３月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで２月７日(金)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

2月で2月で
満　歳

わが家の

圭
けいしょう

奨ちゃん（大東町新庄）
平成 31年２月７日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
これからも元気でたくさんご飯食べて
大きくなってね

狩か
り
の野

佑ゆ
う
き宜

さ
ん
・
梨り

な奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

感謝の手紙 vol. 92 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）☎0854-40-1073

今月は市内県立高校の生徒さんの感謝の手紙です。日本一短い

　
　
お
母
さ
ん
へ

お
母
さ
ん
は
い
つ
で
も
私
の
味
方

で
い
て
く
れ
て
、
自
慢
の
お
母
さ

ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い

一
緒
に
笑
お
う
ね
。

　
　
娘
へ

こ
ち
ら
こ
そ
思
い
や
り
の
あ
る
娘

に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

一
緒
に
た
く
さ
ん
笑
っ
て
い
こ
う

ね
。

　
　
お
ば
あ
さ
ん
へ

「
あ
り
が
と
う
。」
毎
日
早
く
起
き

て
学
校
に
送
り
出
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

長
生
き
し
て
ね
。

　
　
大
好
き
な
友
人
た
ち
へ

私
の
わ
が
ま
ま
や
ぐ
ち
を
い
つ
も

聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
!! 

出
身
地
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
け
ど
、
た

く
さ
ん
遊
び
に
行
こ
う
ね
。

　
　
お
父
さ
ん
へ

い
つ
も
夜
遅
く
ま
で
お
仕
事
お
疲

れ
さ
ま
で
す
。
い
つ
も
家
族
の
支

え
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。

　
　
親
へ

毎
日
の
送
り
む
か
え
、
あ
り
が
と

う
。
小
さ
な
気
づ
か
い
あ
り
が
と

う
。
愛
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
。
感
謝
し
て
ま
す
。

　
　
部
活
の
友
達
へ

部
活
で
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
き
つ
い
練
習
も
一
緒
に

乗
り
越
え
て
き
た
ね
。
こ
れ
か
も

一
緒
に
頑
張
ろ
う
ね
。

　
　
母
へ

朝
一
番
に
起
き
て
一
生
懸
命
弁
当

を
作
っ
て
く
れ
る
母
の
背
中
を
見

て
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
っ
て
思

え
る
。
毎
日
あ
り
が
と
う
。

　
　
先
生
へ
　

い
つ
も
数
Ａ
の
授
業
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
と
て
も
楽
し
い
先
生
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
お
か
あ
さ
ん
の
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
ね
。



雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
皆
さ
ん
は
、
総
合
診
療
医
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
総
合
診
療
医
は
平
成
30
年
に
正
式
に
医
師
の
専
門
分
野
と
し
て
認
め
ら
れ
た
専
門
医
で
す
。
ど
の
よ
う
な
専
門

医
か
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
総
合
診
療
医
と
し
て
日
々
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
地
域
医
療
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
総
合
診
療
医
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
！ 

（
地
域
ケ
ア
科
　
太お

お

田た

龍り
ゅ
う

一い
ち

）

何
で
も
診
ま
す
！ 

　
多
く
の
方
が
ご
存
知
の
〇
〇
専
門
医
と
は
各

臓
器
に
特
化
し
て
お
り
、
各
臓
器
に
特
徴
的
な

疾
患
の
治
療
が
得
意
で
す
。
例
え
ば
、
整
形
外

科
医
は
骨
や
筋
肉
の
手
術
を
す
る
こ
と
が
得
意

で
あ
り
、
眼
科
医
は
眼
の
中
を
診
る
こ
と
が
得

意
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
総
合
診
療
医
は
臓
器

に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
持

つ
い
く
つ
か
の
疾
患
を
同
時
に
バ
ラ
ン
ス
良
く

診
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

最
近
で
は
多た

疾し
っ

患か
ん

併へ
い

存ぞ
ん

（
一
人
の
患
者
さ
ん
が

多
数
の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
こ
と
）
と
そ
れ
に

よ
る
多
剤
併
用
（
複
数
の
薬
剤
を
飲
む
こ
と
）

に
よ
る
副
作
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
は
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
総
合
診
療
医
は
多
く
の

疾
患
に
対
し
て
幅
広
い
知
識
を
持
っ
て
対
応
し

ま
す
。
今
ま
で
複
数
の
専
門
医
に
掛
か
る
必
要

の
あ
っ
た
患
者
さ
ん
を
総
合
診
療
医
一
人
で
診

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
増
え
て
い
ま
す
。

専
門
診
療
科
と
円
滑
に
連
携
し
ま
す
！ 

　「
何
で
も
診
ま
す
！
」と
言
っ

て
も
、も
ち
ろ
ん
限
界
も
あ
り
、

臓
器
別
専
門
医
に
診
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
疾
患
や

状
態
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
が
ん
や
心
臓
の

疾
患
等
で
手
術
が
必
要

な
方
は
適
切
に
専
門
医

に
紹
介
し
ま
す
。
い
か

に
総
合
診
療
医
と
臓
器

別
専
門
医
が
円
滑
に
連

携
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
今
後
の
地
域
医
療

で
は
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
総
合
診
療
医
は

患
者
さ
ん
の
全
身
を
診

る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
予
防
医
療
を
行
い

な
が
ら
、
早
期
に
治
療

可
能
な
病
気
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
治
療
や

適
切
な
臓
器
別
専
門
医
を
紹
介

し
ま
す
。

住
民
の
方
々
や
介
護
職
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

　
総
合
診
療
医
の
最
も
重
要
な
特

徴
は
「
地
域
の
方
々
と
連
携
し
な

が
ら
」
働
け
る
こ
と
で
す
。
地
域

の
方
々
が
そ
の
地
域
で
で
き
る
だ

け
長
く
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に

は
、
健
康
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
、
予
防
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
知

識
を
病
院
や
診
療
所
の
外
来
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
出

掛
け
て
情
報
提
供
し
ま
す
。
市
立

病
院
で
行
っ
て
い
る
出
前
講
座
も

そ
の
一
つ
で
す
。
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
「
ど
こ
で
最
期
を
迎
え
る

か
」
は
大
き
な
感
心
事
だ
と
思
い

ま
す
。
総
合
診
療
医
は
地
域
の

方
々
と
話
し
合
い
を
重
ね
「
そ
の

方
の
希
望
に
あ
っ
た
生
き
方
」
を

尊
重
し
な
が
ら
、
最
期
の
場
所
に

関
す
る
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
在

宅
医
療
も
そ
の
中
の
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
在
宅
医
療
を
行
っ
て
い
く

上
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護

福
祉
士
、
介
護
職
種
の
方
々
と
も

円
滑
に
連
携
を
行
い
、
地
域
の

方
々
が
介
護
や
福
祉
の
部
分
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
地
域
ケ
ア
科
の
医
師
は
全
員
総

合
診
療
を
志
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
あ
る
方
は
い
つ
で
も
お
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

総総総
合合合
診診診
療療療
医医医
ををを
ごごご
存存存
知知知
ででで
すすす
かかか
？

臓
器
別
専
門
性
（
深
さ
）

広さ
内
科

外
科

整
形
外
科

小
児
科

耳
鼻
科

皮
膚
科
・・・・・・・・・・

総合診療医総合診療医

臓器別専門医と総合診療医の違い

広くバランス良く診ます

臓器別専門医は“狭く深く診ます”

臓器別専門医と総合診療医の連携

臓器別専門医

病院総合医
（総合診療医）
・何でも診る　
・訪問や救急も
・適切な紹介　

診療所医師
（総合診療医）地域住民

緊急の場合等

か
か
り
つ
け

入院や重症
である場合

高度な医療が
必要な場合

高度な医療が
必要な場合

左から太
おお

田
た

龍
りゅう

一
いち

、笠
りゅう

 芳
よし

紀
のり

、坂
さか

口
ぐち

公
こう

太
た



雲南病院だより

作業療法士という職業を選んだきっかけは？
　幼い頃から母が看護師をしており、働く姿を見て医
療職に興味を持ち始めました。その中でもリハビリ
テーションの仕事は医療や福祉の現場、さまざまな分
野で多くの仕事に関わることができるやりがいのある
仕事だと教わりました。専門学校の見学会で、作業療
法士は身体機能以外に ｢日常生活を送るための応用的
動作のリハビリテーション｣ を行うことと知り、人の
生活の役に立てることに魅力を感じ、作業療法士にな
りたいと思いました。

市立病院で働こうと思った理由は？
　専門学校２年のときに、当院で短期実習をしました。
学生としては初めての実習先でもあり、緊張していま
したが、リハビリテーション科のスタッフや他職種の
方が優しく、病院内の温かさを感じたことが一番印象
に残っています。私もここでスタッフの一員となり、
患者さんやご家族が安心する医療を提供していきたい
と思い志望しました。

どんな仕事をしていますか？
　現在は地域包括ケア病棟を担当しています。主に急
性期治療後、病状が安定した患者さんに対して在宅や
介護施設への復帰支援に向けて医療・支援を行ってい
ます。作業療法士は日常生活の中で必要となる日常生
活動作（食事やトイレ、着替え等の身の回りのこと、
学校、遊び、家事、仕事等）が行えるようにプログラ
ムを作成して関わっていきます。

市立病院で働いてみての感想は？
　他職種との連携を図る会議でチーム医療を目の当
たりにし、治療を提供する上でどの職種のスタッフも
必要であることを再確認でき、また、その協力し合
う姿に専門職として知識・技術をさらに高めていき
たいという気持ちが強くなりました。また、患者さん
と雲南市ならではの出雲弁で会話しつつ過ごせる雰
囲気を心地良く思いながら仕事に取り組んでいます。

将来どのような作業療法士になりたいと思っ
ていますか？
　自身の知識や技術を高めるための努力を行うことは
もちろんですが、患者さんとご家族の話に対して真剣
に耳を傾けて、退院後の生活や人生に寄り添える作業
療法士をめざしたいと思っています。

作業療法士の仕事のやりがいを教えてください。
　患者さんの生活を中心に医療を提供できることか
ら、自分自身が生活の中で経験したことや興味のある
ことを活かせるのも大きなやりがいを感じています。

作業療法士をめざす学生に向けてひとこと
メッセージを！
　学業以外に、臨床実習で厳しい場面に立ち向かわな
ければならないことがあると思います。そのときは自
分のことではなく「患者さん」を一番に考えて、学生
なりに精一杯諦めず答えを出すことが大切だと思いま
す。頑張ってください。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

作業療法士の仕事について
～作業療法士・南

な ん

波
ば

 真
ま

愛
な

（４年目）～

FILE:11

Interview

肩の練習の様子 手首の練習の様子



雲南病院だより

　当院では、リハビリ室と病棟を中心に作業療法を
行っています。訪問リハビリテーションの担当は、利
用者さんの自宅に伺いながら行っています。
　場所は、一般病棟の入院患者さんと外来の方は中央
棟２階にある作業療法室、回復期病棟の入院患者さん
は新本館棟４階にあるリハビリ室で行っています。
　作業療法では、病気やけがにより生活上で困難と
なっていることを再び行えるように、やり方や道具の
工夫も含めて時期に合わせた練習や支援＊を行ってい
ます。
　例えば、手首を骨折された方であれば、回復の状態
を見ながら、関節の動きや筋力が戻るよう、また細か
な作業が行える等手首を使用しやすくなるように練習
します。

　また、日常生活で難しくなっていることが、身の回
りの用事であれば、トイレや着替え、入浴等の練習を
します。トイレは、ズボンや下着が上げ下げできるよ
うな練習も行います。練習は、実際にトイレや浴室等
で行うこともあります。
　他にも、再び家事を行う予定のある方には、皿洗い
や調理、掃除機を掛ける等の練習を行うこともありま
す。その方の状態に合わせて練習を行っています。
　病気やけがをされた後も、住み慣れた雲南地域で再
び生活がしやすくなる一助となれるように作業療法士
のみならず理学療法士、言語聴覚士のスタッフ一同で
協力しながら、リハビリテーションを引き続き提供で
きればと思っています。

＊「時期に合わせた練習や支援」とは
　急性期－病気やけがの直後をさします。基本的な機能が改善する練習を行います。新たな機能の低下を予防します。
　回復期－病気やけがの状態が安定し、より具体的な生活を想定して機能や能力が改善できるように練習を行います。
　生活期－住み慣れた場所で、その方らしい生活が送れる支援を行います。
　　　　　状態に合わせた方法や道具の選定、環境調整の提案等も行います。

　作業療法は、リハビリテーションの一つです。
　病気やけがをされた方や生まれながらに身体や心の調子の悪い方に対し
て、自分で再び、または初めていろいろな「作業」をうまくできるようにさ
まざまな能力を伸ばす生活の仕方を提案する仕事です。

作業療法士

病院紹介 地域医療　日本一をめざし
 頑張ります !

　仕事の内容としては、例えば、力の弱い方には徐々に力が付いていくように練習を行います。あるいは、
少ない力でも「作業」ができる方法をお伝えするほか、できない理由を分析して、いろいろな解決方法を提
案します。身体や心の調子が悪くなったときに、練習や支援を一緒に行います。子どもからお年寄りまで、
その方らしい生活が送れるようにお手伝いします。

入浴の練習の様子

調理の練習の様子
作業療法士スタッフ

着替えの練習の様子



雲南病院だより

　
大
東
町
久
野
地
区
で「
男
の
健
康
道
場
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
第
６
回
を
迎
え
た
「
男
の
健
康

道
場
」
は
、
女
性
に
比
べ
健
康
に
関
心
の

薄
い
男
性
を
対
象
と
し
た
健
康
講
座
で

す
。

　
年
々
参
加
者
が
増
加
し
、
今
回
は
約
60

人
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
６
年
間
で
定
着

し
て
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
大お

お

谷た
に 

順じ
ゅ
ん

事
業
管
理
者
か

ら
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
〜
健
康

長
寿
の
秘
訣
〜
」
と
題
し
、
健
康
寿
命
延

伸
の
必
要
性
の
ほ
か
、
生
活
習
慣
を
本
気

で
考
え
て
病
気
の
予
防
や
重
症
化
を
防

ぎ
、
栄
養
に
よ
る
筋
肉
量
を
増
や
す
取
り

組
み
の
重
要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
健
師
か
ら
は
「
健
診
を
受
け

よ
う
〜
雲
南
市
の
現
状
か
ら
〜
」と
し
て
、

久
野
地
区
の
健
診
受
診
率
等
を
話
し
、
最

後
に
、
こ
の
「
男
の
健
康
道
場
」
の
継
続

し
た
取
り
組
み
の
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
講
演
後
は
、
恒
例
の
懇
親
会
が
あ
り
、

地
元
産
手
作
り
の
ご
ち
そ
う
で
笑
顔
と
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。
健
康
長
寿
の
た
め
に

は
支
え
合
う
環
境
も
必
要
不
可
欠
で
、
久

野
地
区
の
健
康
意
識
と
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

男男男
ののの
健健健
康康康
道道道
場場場

令和元年度 島根県がんピアサポーター相談会

今までどおりの生活
ができるかな・・・。

がん患者さん同士で話
してみたいけど・・・。

対象者：がん患者さん・ご家族等
★ 受診されている医療機関に関わらず相談会に参加できます。
★ 事前に相談会参加予約もできます。まずは電話で連絡ください。
★ 相談無料・秘密厳守

がんピアサポーターとは？…「がんピアサポーター」は所定の研修を
　　　　　　　　　　　　　　修了したがん治療経験者です

日時

会場

２月18日（火）
雲南市立病院１階 相談室（総合受付横）

問い合わせ先 雲南市立病院　地域連携室　☎0854-47-7520
島根大学医学部附属病院　がん患者・家族サポートセンター　☎0853-20-2545

主催：雲南市立病院　／　島根大学医学部附属病院

がん治療中です。
他の方はどんな気
持ちで過ごしてい
るんだろう？

地元の手作り料理

講演の様子

多くの男性が参加
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今
年
度
で
８
年
目
を
迎
え
た
幼

児
の
体
力
・
運
動
能
力
調
査
「
わ

く
わ
く
う
ん
な
ん
ピ
ッ
ク
」。
今

回
は
10
月
か
ら
11
月
に
わ
た
り
市

内
21
園
・
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
見
慣
れ
な
い
測
定
ス

タ
ッ
フ
が
待
ち
受
け
る
中
、
子
ど

も
た
ち
は
少
し
落
ち
着
か
な
い
様

子
で
会
場
に
入
っ
て
き
ま
す
。
会

場
内
の
測
定
用
具
に
気
が
付
く

と
、「
こ
れ
は
な
に
？
」、「
こ
れ

で
遊
び
た
い
！
」
等
の
声
が
聞
こ

え
出
し
、
す
ぐ
に
で
も
や
り
た
そ

う
に
生
き
生
き
と
し
ま
す
。
測
定

の
動
き
を
取
り
入
れ
た
準
備
運
動

を
し
て
い
よ
い
よ
測
定
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
25
ｍ
走
、
ボ
ー
ル

投
げ
、
立
ち
幅
跳
び
、
バ
ラ
ン
ス

歩
行
の
４
種
類
の
測
定
を
色
別
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
挑
戦
し
ま

す
。
ま
ず
は
年
長
・
年
中
児
が
お

「親と子のよい歯のコンクール」雲南地区代表、県大会優秀賞受賞

　　加
か

納
のう

　郁
いく

美
み

さん、功
こう

大
た

さん親子　【大東町】

　
毎
年
こ
の
結
果
を
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
、
結
果
の
用
紙
に
は
表
れ
な
い

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
い
ま

す
。

　
研
究
所
で
は
、
測
定
結
果
の
活

用
は
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
も
園
や
家
庭
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
本
を
示
し
ま
す
。
そ
の
様
子
に

年
少
児
は
興
味
津
々
の
顔
付
き
で

す
。
み
ん
な
が
順
番
に
自
分
の
名

前
が
呼
ば
れ
る
の
を
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
測
定
を
終
え
る
と
子
ど
も
た
ち

は
口
々
に
「
楽
し
か
っ
た
〜
」
と

言
っ
て
笑
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

むし歯ゼロ等歯の健康状態や歯並び等の口腔状況が特に良かった各地区
代表の親子６組が参加した県大会において加納さん親子が優秀賞を受賞
されました。
　功大さんのお兄さんも「親と子のよい歯のコンクール」の県大会に出
場されており、兄弟で続いて受賞されました。
　「夜の仕上げ磨きは丁寧に」、「チョコやジュース等おやつの後は番茶
を飲ませる」等兄弟そろった良い習慣が良い歯をつくることにつながっ
ていました。

「８０２０よい歯のコンクール」優良賞受賞

　　石
いし

田
だ

　人
ひと

士
し

さん　８４歳　【木次町】
　　塩

しお

野
の

　紀
き

富
とみ

さん　８１歳　【大東町】
　県では、80歳で20本以上の歯を保つ「８

ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

運動」
の重要性を啓発するために、８０２０よい歯のコンクール
を実施しています。対象は、満80歳以上で十分に機能し
ている自分の歯が20本以上残っている方であり、今年は
県内で総勢98人の応募がありました。

　歯や口には、食事・会話・表情・呼吸等のようにとても大事な役割があり、 “お口は健康の入り口”と
も言われ、口の健康を保つことが全身の健康につながります。そんな大事な歯や口を健康に保ちましょう。

☆受賞されたお二人のお話☆
　・若いときから定期受診をしています。

歯科衛生士さんに褒めてもらうことが励みになり、
検査で良い結果がでるよう日頃から頑張っていま
す。　

　・若いときからむし歯はあまりなく、親からもらった
ものと感謝しています。

　・現在、地域に貢献し、忙しい日々を送り、生涯現役
の日々を送っています。

　昨年度市町村で実施された３歳児
健診を受けた親子5,251組のうち、

鳥みたいに高く飛べるかな??
（準備運動の様子）

174

師師保健師保健保健保健師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師保健師保健師

結
果
の
活
用
と
健
全
な
育
ち
の
見
守
り
を
！

わ
く
わ
く
う
ん
な
ん
ピ
ッ
ク
８
年
目



●「中高生の！幸雲南塾 C
チ ャ レ ン ジ

hallenge j
ジュニアー

unior」
＜月１回 講座型、中学生対象＞

S
エス

D
ディ

G
ジー

s
ズ

（持続可能な開発目標）に関連する月１回のプロ
グラムを通して、体験から“社会のリアル”を知り学ぶこ
とで自らの考えを持つことを目的に開催しています。
　10月は異文化理解や多文化共生をテーマに外国出身の
皆さんと一緒にネパールカレーを食べながら「やさしい日
本語」についての体験講座を通じコミュニケーションにつ
いて考えました。

【参加者の声】
　・人それぞれの性格や物事へのイメージを尊重し合える

社会が「多文化共生社会」だと感じた。
　・「やさしい日本語」でも外国の方に通じることが分かっ

たので、相手を思った「やさしい日本語」を使ってい
こうと思う。

【今後の予定】２月は開発途上国と児童労働をテーマに開催を予定しています。

●「中高生の！幸雲南塾 A
アク シ ョ ン

ction」＜週１回 放課後型　高校生対象＞
　「学校や地域を盛り上げたい」、「新しい出会いや刺激が
欲しい」等自分自身の中にある想いを行動に移したいと
いった生徒が主体的に学び合いながらプロジェクトを実践
することを目的に、市内高校の放課後スペース（チャレン

ジラボ）を中心に活動しています。
　三刀屋チャレンジラボでは、雲南スペ
シャルチャレンジ第２期生による報告会
が開催され、参加者全員で自分自身の次
のチャレンジについて考えました。また、
大東チャレンジラボでは、「乗って写そ
う！小さな沿線のフォトコンテスト」（主
催：サンカクカフェ K

ケー

M
エム

S
エス

プロジェクト）
の企画立案に高校生として参画させてい

ただく等、地域の方と一緒になっ
た活動も生まれつつあります。
【参加者の声】
　・自分自身の今後のプロジェク

トをさらに良くしていくため
のヒントを得ることができ
た。

　・先輩のチャレンジを聞いて、自分たちも何か具体的な
行動を起こしたいという意欲が湧いた。

【今後の予定】
　テスト期間等を除き、週１回を基本に開催を予定してい
ます。

　雲南市の食育は、家庭・学校・地域・職場等で実に多く
の取り組みが行われ、着実に推進されてきています。
　しかし、食を取り巻く社会環境は変化しており、その変
化に対応しながら充実した食育活動を展開していく必要が
あります。

　今回は、皆さんと一緒に今後考えたい、新たな食育の視
点について紹介します。
　なお、これらの視点については、現在策定中の次期食育
推進計画に盛り込む予定です。

○食品ロスの視点
　食品ロスとは、まだ食べられるのに
捨てられた食品のことです。日本にお
けるその量を一人当たりに換算する
と、１年間で約51kgに相当するとさ
れています。食品ロスを削減し環境
に配慮するためにも、食を支える方や、
食環境への
感 謝 の 気
持ちを養う
ことが大切
です。

○低栄養予防の視点
　超高齢社会における栄養の課題とし
て、健康寿命の延伸や介護予防の視点
から「低栄養予防」の重要性が高まっ
ています。栄養バランスに配慮した食
事をするなど、日頃からの食への意識
が、生涯の健康
につなげるため
にも極めて重要
です。

○自然に健康になれる食環境づくりの視点
　国の資料で、健康寿命延伸のために、
今後本人が無理なく健康な行動をとれ
るような環境・仕掛けが重要だと示さ
れています。食育ネット会議でも、安
全・安心な雲南市の農産品や栄養に配
慮した食品が常に手に入ることが結果
的に健康づくりにつながるとの意見も
あり、そのような食環境づくりを進め
ていくことが必要です。

▲ネパールカレーを食べながら
　コミュニケーション

▲体験講座の様子

～中高生の！幸雲
南塾～

雲南市内のチャレン
ジを応援してくださ

い!!
雲南市内のチャレン

ジを応援してくださ
い!!

【問】健康づくり政策課　☎40-1040

▲三刀屋チャレンジ
ラボの様子

▲乗って写そう！小さな
沿線のフォトコンテスト
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歌
山
市

）

岸き
し
も
と本

美み

わ和
子こ

さ
ん（
浜

　

松
　

市
）

楠く
す

谷た
に

　
里さ

と

美み

さ
ん（
千
葉
県
市
川
市
）

小こ
ば
や
し林

　
博ひ

ろ
ひ
と人

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

田た

邊な
べ

　
従よ

り

康み
ち

さ
ん（
東
京
都
西
東
京
市
）

今い
ま

津づ

　
　

誠
ま
こ
と

さ
ん（
愛
知
県
東
海
市
）

柴し
ば

田た

　
卓た

く

也や

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

◎ 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
戦
傷
病
者
お
よ
び
戦
没
者
遺
族

の
厚
生
援
護
等
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

　
小こ

ば
や
し林

　
　

茂
し
げ
る

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

◎ 

雲
南
市
功
労
表
彰

　
掛
合
太
鼓
保
存
会
会
長
と
し
て

永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り

　
景か

げ
や
ま山

俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
掛

　

合
　

町
）

　
雲
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
代

表
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り

　
亀か

め
や
ま山

　
幹み

き

生お

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

　
掛
合
太
鼓
保
存
会
の
指
導
者
と

し
て
文
化
の
振
興
に
永
き
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
松ま

つ
し
た下

　
周し

ゅ
う
じ二

さ
ん（
掛

　

合
　

町
）

　
伝
統
芸
能
の
継
承
を
通
じ
て
文

化
の
振
興
に
永
き
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
松ま

つ

笠か
さ

歌か

ぶ

き

舞
伎（
掛

　

合
　

町
）

矢や

べ部
　

陽よ
う

子こ

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

中な
か

田だ

　
正ま

さ

樹き

さ
ん（
松

　

江
　

市
）

池い
け
が
や

ヶ
谷
忠た

だ

幸ゆ
き

さ
ん（
静
岡
県
富
士
市
）

筒つ
つ

井い

　
英ひ

で
み
つ光

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

木き

村む
ら

　
　

真
ま
こ
と

さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

安あ
だ
ち達

　
浩こ

う

二じ

さ
ん（
埼
玉
県
狭
山
市
）

宮み
や

城ぎ

　
隆た

か
ゆ
き之

さ
ん（
川

　

崎
　

市
）

山や
ま
う
ち内

　
　

稜
り
ょ
う

さ
ん（
千
葉
県
流
山
市
）

井い
の
う
え上

　
　

敢
つ
よ
し

さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

村む
ら

田た

　
宏ひ

ろ

子こ

さ
ん（
埼
玉
県
上
尾
市
）

平ひ
ら

兮な

　
太ふ

と

士し

さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

中な
か
や
ま山

　
太た

一い
ち

さ
ん（
兵
庫
県
川
西
市
）

鈴す
ず

木き

有ゆ

き紀
子こ

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

大だ
い
ま
る丸

　
浩こ

う

二じ

さ
ん（
長
野
県
松
本
市
）

赤あ
か

間ま

　
俊と

し

哉や

さ
ん（
埼
玉
県
草
加
市
）

杉す
ぎ
う
ら浦

　
晃こ

う
い
ち一

さ
ん（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

森も
り

　
　

秀ひ
で

人と

さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

中な
か
が
わ川

　
智ち

晴は
る

さ
ん（
広

　

島
　

市
）

正ま
さ

田だ

　
優ゆ

り里
さ
ん（
名
古
屋
市
）

朏は
い

島じ
ま

　
愛ま

な

美み

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

森も
り
や
ま山

　
峯み

ね

也や

さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

山や
ま
ざ
き崎

　
寛ひ

ろ

征ゆ
き

さ
ん（
名
古
屋
市
）

高た
か

木ぎ

百ゆ

り合
子こ

さ
ん（
福
島
県
い
わ
き
市
）

小こ

牧ま
き

　
崇た

か

史し

さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

吉よ
し
か
わ川

　
英ひ

で

男お

さ
ん（
千
葉
県
船
橋
市
）

佐さ

藤と
う

　
　

渉
わ
た
る

さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

坂さ
か
ぐ
ち口

　
寛ひ

ろ

明あ
き

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

門か
ど
わ
き脇

雄ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

本ほ
ん

田だ

　
琢た

く

磨ま

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

鐘か
ね
つ
き築

　
健け

ん
い
ち一

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

反そ
り
ま
ち町

　
知と

も

美み

さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

皆み
な
が
わ川

　
一い

っ
せ
い成

さ
ん（
名
古
屋
市
）

二ふ
た
つ
ぎ木

　
寿と

し

浩ひ
ろ

さ
ん（
大
阪
府
富

と
ん
だ
ば
や
し

田
林
市
）

板い
た
が
き垣

　
守も

り

昭あ
き

さ
ん（
埼
玉
県
草
加
市
）

青あ
お

木き

し
の
ぶ
さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

渡わ
た
な
べ邉

　
大だ

い

仁じ

さ
ん（
東
京
都
日
野
市
）

吉よ
し
む
ら村

　
年と

し

広ひ
ろ

さ
ん（
福

　

岡
　

市
）

三み
つ
は
し橋

　
典の

り

桂か
つ

さ
ん（
千

　

葉
　

市
）

前ま
え
は
ら原

　
一か

ず

輝き

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

安や
す

田だ

　
孝た

か

樹き

さ
ん（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

伊い

藤と
う

と
も
子こ

さ
ん（
東
京
都
調
布
市
）

杉す
ぎ
さ
き崎

林り
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

大お
お
な
か中

　
幸ゆ

き
ひ
こ彦

さ
ん（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

岡お
か

田だ

　
昌ま

さ

哉や

さ
ん（
岐
阜
県
多
治
見
市
）

藤ふ
じ
わ
ら原

　
竜り

ゅ
う
じ治

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

濵は
ま

田だ

　
和か

ず

也や

さ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

荒あ
ら
も
と本

　
修

し
ゅ
う
い
ち一

さ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

坂さ
か
も
と本

　
健け

ん

二じ

さ
ん（
愛
知
県
東
海
市
）

此こ
の

田だ

　
有ゆ

き紀
さ
ん（
福

　

岡
　

市
）

周す

藤と
う

　
武た

け
や
す安

さ
ん（
兵
庫
県
川
西
市
）

平た
い
ら
こ子

　
一か

ず

樹き

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

太お
お

田た

　
裕ひ

ろ
ゆ
き之

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

清し

水み
ず

　
祐ゆ

う

介す
け

さ
ん

 

（
福
岡
県
糟
屋
郡
粕か

す
や屋

町
）

稲い
な

田た

　
春は

る

夫お

さ
ん（
大
阪
府
交か

た
の野

市
）

後ご

藤と
う

　
優ゆ

う

介す
け

さ
ん（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）

井い
の
う
え上

　
昴こ

う

輝き

さ
ん（
川

　

崎
　

市
）

村む
ら
や
ま山

　
哲て

つ

也や

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

坪つ
ぼ
う
ち内

　
　

明
あ
き
ら

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

梅う
め

田だ

　
幸ゆ

き

男お

さ
ん（
奈
良
県
奈
良
市
）

濱は
ま
も
と本

　
行ゆ

き

治は
る

さ
ん

 

（
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
）

　
農
業
用
樋ひ

門も
ん

の
管
理
を
通
じ
て

産
業
の
振
興
に
永
き
に
わ
た
り
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
大お

お
さ
か坂

　
運う

ん
ぞ
う藏

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

　学
校
薬
剤
師
と
し
て
永
き
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
武た

け

田だ

　
宣の

ぶ
ひ
ろ廣

さ
ん（
大

　

東
　

町
）

　
筒つ

つ

井い

　
幸ゆ

き

雄お

さ
ん（
大

　

東
　

町
）

　
樋
門
操
作
に
よ
る
火
災
の
防
護

に
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

　
布ふ

の野
　

良よ
し

男お

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

　
社
会
福
祉
の
向
上
に
永
き
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
山や

ま
も
と本

　
重し

げ
あ
き明

さ
ん（
吉

　

田
　

町
）

◎ 

雲
南
市
自
治
功
労
表
彰

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り

　
小お

村む
ら

　
芳よ

し
は
る治

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
永
き

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り　
陶す

山や
ま

　
直な

お
と
し利

さ
ん（
木

　

次
　

町
）

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な

ん
運
営
委
員
と
し
て
永
き
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
故 

西に
し
む
ら村  

昌ま
さ
ゆ
き幸

さ
ん（
木
次
町
）

　
雲
南
市
立
病
院
事
業
管
理
者
を

は
じ
め
地
域
医
療
に
永
き
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
松ま

つ

井い

　
　

譲
ゆ
ず
る

さ
ん（
出

　

雲
　

市
）



草く
さ

場ば

　
正ま

さ
か
ず和

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

坂さ
か
ぐ
ち口

　
勝か

つ
と
し利

さ
ん（
広
島
県
呉
市
）

上う
え

田だ

　
豊と

よ

成し
げ

さ
ん（
滋
賀
県
彦
根
市
）

清せ
い
み
や宮

　
佳よ

し

子こ

さ
ん（
千

　

葉
　

市
）

上う
え

田だ

　
　

晃
あ
き
ら

さ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

山や
ま
も
と本

　
隼

し
ゅ
ん
す
け佑

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

佐さ

さ

き
々
木
健た

け

雄お

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

小こ

宮み
や

　
賢け

ん

太た

さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

冨と
み
な
が永

　
純す

み

子こ

さ
ん（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

岩い
わ

佐さ

　
　

純
じ
ゅ
ん

さ
ん

 

（
群
馬
県
邑お

う
ら楽

郡
邑お

う
ら楽

町
）

吉よ
し
も
と本

　
武た

け
の
り徳

さ
ん（
沖
縄
県
浦
添
市
）

谷た
に

　
　

祐ゆ
う

典す
け

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

竹た
け

田だ

　
　

晃
あ
き
ら

さ
ん（
大
阪
府
豊
中
市
）

沖お
き

田た

　
拓た

く

実み

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

林は
や
し

　
　

和か
ず

樹き

さ
ん（
愛
知
県
岡
崎
市
）

杉す
ぎ
う
ら浦

　
正ま

さ

樹き

さ
ん（
新

　

潟
　

市
）

野の

崎ざ
き

　
雅ま

さ

史し

さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

福ふ
く
も
と本

　
幹み

き

也や

さ
ん（
三
重
県
四
日
市
市
）

立た
ち
か
わ川

　
靖や

す
ゆ
き之

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

清き
よ

谷た
に

　
　

緑
み
ど
り

さ
ん（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

山や
ま
な
か中

　
裕ゆ

う

太た

さ
ん（
愛
知
県
知
多
市
）

石い
し

田だ

　
友と

も
ひ
こ彦

さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

田た

中な
か

　
一い

ち
ろ
う郎

さ
ん（
大
阪
府
守
口
市
）

荒あ
ら

井い

　
瑞み

ず

木き

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

濱は
ま

西に
し

　
文ふ

み
の
り則

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

柳や
な
ぎ
た田

　
高た

か

嶺ね

さ
ん（
兵
庫
県
明
石
市
）

江え

角す
み

　
勝か

つ

也や

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

金か
な

久く

ぼ保
　

隆
た
か
し

さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

山や
ま
う
ち内

　
雄ゆ

う

貴き

さ
ん（
川

　

崎
　

市
）

福ふ
く
し
ま島

　
清き

よ

文ふ
み

さ
ん（
大
阪
府
大
東
市
）

佃つ
く
だ

　
　

尚な
お

紀の
り

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

植う
え
む
ら村

　
　

渉
わ
た
る

さ
ん（
滋
賀
県
大
津
市
）

石い
し

井い

　
祥し

ょ
う
た太

さ
ん（
埼
玉
県
川
越
市
）

斎さ
い
と
う藤

ル
リ
子こ

さ
ん（
千

　

葉
　

市
）

渡わ
た
な
べ邊

　
雄ゆ

う
じ
ん人

さ
ん（
愛
知
県
豊
田
市
）

塔と
う

村む
ら

　
通み

ち

孝た
か

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

平ひ
ら

野の

　
裕ゆ

う

司じ

さ
ん（
愛
知
県
豊
明
市
）

熱あ
つ

田た

　
瑛ひ

で

行ゆ
き

さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

森も
り
わ
き脇

　
直な

お

子こ

さ
ん

 

（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

岡お
か
や
ま山

　
祐ゆ

う

太た

さ
ん

 

（
栃
木
県
塩し

お
や谷

郡
高た

か
ね
ざ
わ

根
沢
町
）

田た

邊な
べ

誠せ
い

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん（
岡

　

山
　

市
）

遠え
ん
ど
う藤

　
顕け

ん

史じ

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

中な
か
お
き沖

　
篤あ

つ

志し

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

清き
よ

田た

　
　

侑ゆ
う

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

内う
ち
や
ま山

　
　

興こ
う

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

岩い
わ
も
と本

　
達た

つ

哉や

さ
ん（
埼
玉
県
川
越
市
）

細ほ
そ
か
わ川

　
裕ゆ

う

樹き

さ
ん

 

（
岩
手
県
紫し

わ波
郡
矢や

は
ば巾

町
）

遠え
ん
ど
う藤

　
理さ

と

樹き

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

川か
わ
か
み上

　
健け

ん

司じ

さ
ん（
東
京
都
北
区
）

竹た
け
し
ま島

　
弘ひ

ろ

康や
す

さ
ん（
埼
玉
県
坂
戸
市
）

藤ふ
じ

﨑さ
き

　
寛ひ

ろ

己き

さ
ん

 

（
奈
良
県
北き

た
か
つ
ら
ぎ

葛
城
郡
王お

う
じ寺

町
）

景か
げ
や
ま山

　
隆た

か

史し

さ
ん（
千

　

葉
　

市
）

仲な
か

井い

　
　

誠
ま
こ
と

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

岩い
わ

佐さ

壮そ
う

四し

郎ろ
う

さ
ん（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

石い
し

田だ

　
　

幸
み
ゆ
き

さ
ん（
山
口
県
下
松
市
）

細ほ
そ

田だ

　
政ま

さ
よ
し義

さ
ん（
千
葉
県
市
川
市
）

徳と
く
も
と本

　
邦く

に

恵え

さ
ん（
広

　

島
　

市
）

山や
ま
う
ち内

　
　

淳
ま
こ
と

さ
ん（
福

　

岡
　

市
）

梶か
じ
わ
ら原

　
　

純
じ
ゅ
ん

さ
ん（
愛
知
県
刈
谷
市
）

柴し
ば

田た

　
直な

お

昭あ
き

さ
ん（
松

　

江
　

市
）

吉よ
し
は
ら原

　
丈と

も

晶あ
き

さ
ん（
名
古
屋
市
）

鈴す
ず

木き

　
康こ

う

介す
け

さ
ん（
大
阪
府
池
田
市
）

錦に
し
こ
お
り織

　
克か

つ

美み

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

押お
し
き
り切

真ま

ち

あ
千
亜
さ
ん（
川

　

崎
　

市
）

滝た
き
や
ま山

　
泰や

す

貴た
か

さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

加か

納の
う

　
　

稔
み
の
る

さ
ん（
名
古
屋
市
）

堀ほ
り

江え

　
　

徹
と
お
る

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

阪さ
か
ぐ
ち口

　
　

学
ま
な
ぶ

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

谷た
に
ぐ
ち口

　
　

敦
あ
つ
し

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

竹た
け

部べ

　
友と

も

久ひ
さ

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

須す

だ田
　
　

篤
あ
つ
し

さ
ん（
仙

　

台
　

市
）

沖お
き

　
　

宗ひ
ろ

尚た
か

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

長な
が

井い

　
雅ま

さ

仁と

さ
ん（
川

　

崎
　

市
）

片か
た
や
ま山

　
英ひ

で
あ
き明

さ
ん（
広
島
県
東
広
島
市
）

坂さ
か
も
と本

　
耕こ

う
い
ち一

さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

植う
え

木き

　
琴こ

と

音ね

さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

杉す
ぎ

田た

　
佳よ

し

輝て
る

さ
ん（
堺

　
　

市
）

竹た
け
し
た下

　
斉ま

さ

史し

さ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

北き
た
や
ま山

　
昌ま

さ

義よ
し

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

日ひ

の野
　

政ま
さ

人と

さ
ん（
愛
知
県
豊
明
市
）

増ま
す

田だ

　
昇

し
ょ
う
へ
い平

さ
ん（
富
山
県
高
岡
市
）

稲い
な

見み

　
和か

ず

也や

さ
ん（
富
山
県
富
山
市
）

西に
し
よ
り依

　
　

暁
あ
き
ら

さ
ん（
松

　

江
　

市
）

今い
ま

井い

祥し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
さ
ん（
愛
知
県
安

あ
ん
じ
ょ
う

城
市
）

紺こ
ん

野の

　
　

馨け
い

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

渡わ
た
な
べ辺

　
駿

し
ゅ
ん
す
け介

さ
ん（
大
分
県
大
分
市
）

加か

が

み
々
美
和か

ず
よ
し義

さ
ん

 
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

河か
わ

合い

　
貴た

か
ゆ
き之

さ
ん（
千

　

葉
　

市
）

間ま

せ瀬
　

雄ゆ
う
だ
い大

さ
ん（
愛
知
県
刈
谷
市
）

髙こ
う

津づ

　
大だ

い
す
け輔

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

原は
ら
ぐ
ち口

　
貴た

か

慶よ
し

さ
ん（
松

　

江
　

市
）

井い

関せ
き

　
裕ゆ

う

二じ

さ
ん（
鳥
取
県
倉
吉
市
）

鈴す
ず

木き

　
　

誠
ま
こ
と

さ
ん（
福

　

岡
　

市
）

志し

字じ

　
剛ご

う

太た

さ
ん（
愛
知
県
稲
沢
市
）

佐さ

藤と
う

　
博ひ

ろ
よ
し芳

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

諏す

わ訪
　

芳よ
し

秀ひ
で

さ
ん（
大
阪
府
茨
木
市
）

三み

穂ほ

　
乙お

と

哉や

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

長な
が
つ
ま妻

　
宏ひ

ろ

郁ふ
み

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

波は

た

の
多
野
秀ひ

で
ゆ
き行

さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

永な
が

田た

　
賢け

ん
い
ち一

さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

陳ち
ん

　
　

祐ゆ
う

晟せ
い

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

丹に

わ羽
　

新し
ん

吾ご

さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

遠え
ん
ど
う藤

　
祥し

ょ
う
こ子

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

大お
お
し
ま島

　
秀ひ

で
か
ず和

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

中な
か
む
ら村

　
孝こ

う

貴き

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

中な
か

野の

　
節せ

つ

夫お

さ
ん（
岡
山
県
倉
敷
市
）

渡わ
た
な
べ部

慎し
ん
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

猪い
の
ま
た股

和わ

き

こ
希
子
さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

中な
か
ざ
わ澤

　
利と

し

治は
る

さ
ん（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

森も
り

田た

　
早さ

智ち

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

平ひ
ら

見み

　
映え

い

介す
け

さ
ん（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

吉よ
し
ざ
き崎

　
和か

ず

子こ

さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

八は
ち
む
ら村

　
勇ゆ

う

希き

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

内う
ち

田だ

　
孝た

か

明あ
き

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

峯み
ね

浦う
ら

　
孝た

か

雄お

さ
ん（
東
京
都
小
平
市
）

景か
げ
や
ま山

　
　

陽
あ
き
ら

さ
ん（
大
阪
府
守
口
市
）

真ま

鍋な
べ

　
磨ま

央お

さ
ん（
静
岡
県
御
殿
場
市
）

中な
か
む
ら村

雄ゆ
う

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん（
埼
玉
県
蓮
田
市
）

山や
ま
し
た下

　
悦え

つ

子こ

さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

白し
ら
い
し石

　
達た

つ

典の
り

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

児こ

玉だ
ま

　
良

り
ょ
う
へ
い平

さ
ん（
福
島
県
い
わ
き
市
）

近ち
か

　
宙ち

ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

 

（
埼
玉
県
北き

た
か
つ
し
か

葛
飾
郡
杉す

ぎ
と戸

町
）

松ま
つ

江え

　
康や

す

紘ひ
ろ

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

宮み
や
こ
し腰

　
裕ゆ

う
す
け介

さ
ん（
福

　

岡
　

市
）

山や
ま

田だ

　
　

悟
さ
と
る

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

大お
お

田だ

　
幸ゆ

き

正ま
さ

さ
ん（
神

　

戸
　

市
）

岩い
わ

田た

　
　

篤
あ
つ
し

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

豊と
よ

田た

　
史ふ

み
あ
き朗

さ
ん（
東
京
都
葛

か
つ
し
か

飾
区
）

中な
か
み
な
み南

　
郁ふ

み

弥や

さ
ん（
札

　

幌
　

市
）

駒こ
ま
ざ
わ沢

　
　

登
の
ぼ
る

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

黄こ
う

　
　

志し

奇き

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

長な
が
し
ま嶋

奈な

み

こ
美
子
さ
ん（
静

　

岡
　

市
）

木き

﨑ざ
き

甲こ
う
し
ろ
う

子
郎
さ
ん（
千
葉
県
八
千
代
市
）

山や
ま

田だ

　
健け

ん

介す
け

さ
ん（
横

　

浜
　

市
）

木き

倉く
ら

　
正ま

さ
み
ち道

さ
ん（
福
井
県
越
前
市
）

五ご

島し
ま

　
義よ

し

久ひ
さ

さ
ん（
名
古
屋
市
）

大お
お
は
し橋

　
　

進
す
す
む

さ
ん（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

林は
や
し

　
　

哲て
つ

弥や

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

高た
か
は
し橋

　
克か

つ

嘉よ
し

さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

田た

中な
か

　
宏ひ

ろ

紀き

さ
ん（
大

　

阪
　

市
）

小お

瀧だ
き

　
　

烈
つ
よ
し

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

介
助
用
フ
ル
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式

車
椅
子

須す

山や
ま

　
篤あ

つ

志し

さ
ん（
京

　

都
　

市
）

◎ 

加
茂
こ
ど
も
園
、加
茂
小
学
校
、

加
茂
中
学
校

寄
附
金

山や
ま
も
と本

　
國く

に

雄お

さ
ん（
加

　

茂
　

町
）

◎ 

海
潮
中
学
校
、
木
次
中
学
校
、

掛
合
中
学
校

Ｓエ
ス
ア
イｉ

セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ

（
一
社
）
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
青
年
部

◎ 

三
刀
屋
永
井
隆
記
念
館
図
書
室

寄
附
金

み
と
や
こ
ど
も
ふ
ろ
し
き
市

参
加
児
童
一
同



人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-
42-
１
７
６
７

　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

で
す
。

【
大
　

東
　

町
】
蓮は

す
お
か岡

　
　

徹
と
お
る

さ
ん

【
木

　

次
　

町
】
安あ

べ部
　

武た
け

良よ
し

さ
ん

　
　
　
　
　
　

藤ふ
じ
は
ら原

　
一か

ず
あ
き明

さ
ん

【
三
刀
屋
町
】
﨑さ

き
や
ま山

　
隆た

か
こ子

さ
ん

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

麻
し
ん
風
し
ん
２
期

予
防
接
種

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

〜
補
償
金
の
支
給
制
度
〜

健
康
推
進
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）

２
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
４
月
・
10
月
・
12
月
に
対
象
者

へ
通
知
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
小
学
校
就
学
前
１
年
間
の
方

（
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
限
】
３
月
31
日
㈫

【
費
用
】
無
料

　
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
を

過
ぎ
た
り
、
対
象
年
齢
以
外
の
年

健
康
推
進
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に

対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
」
が
令
和
元
年
11
月
22
日

に
公
布
さ
れ
、
対
象
と
な
る
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族
の
方
々

へ
国
か
ら
補
償
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

厚
生
労
働
省
健
康
局
補
償
金
担
当

☎
03-

３
５
９
５-

２
２
６
２

 

　hoshoukin@
m
h1w

.go.jp

※ 

受
付
時
間
は
10
時
か
ら
16
時
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）。

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

月16日（日）2

齢
で
接
種
す
る
と
定
期
接
種
対
象

外
と
な
り
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）
２
期
予
診
票

　
お
子
さ
ん
が
麻
し
ん
や
風
し
ん

に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
１
歳
時
に

１
回
、
小
学
校
就
学
前
に
１
回
の

計
２
回
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
確
実

に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
、
推
奨

さ
れ
た
期
間
で
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

※ 

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月の税
金

今月の税
金

◎固定資産税（第４期）
◎国民健康保険料（第８期）
◎後期高齢者医療保険料（第８期）
　納期限は３月２日（月）です。

　市では、消費税率の引上げが住民税非課税者や小さな乳幼児のいる子育て世帯の家計に与える影響を緩
和するとともに、地域消費の下支えを目的として、プレミアム付商品券を発行しています。
　この商品券の購入・使用については、それぞれ期限がありますので確認ください。

【購入対象者】
　市が送付した「雲南市プレミアム付商品券購入引換券」をお持ちの方

【購入期限】２月 28 日㈮
　市内 18 郵便局で商品券の購入が可能です。

【使用期限】３月 31 日㈫
　商品券は、市内４１７店舗の取扱加盟店で使用できます。

※ 購入引換券は、再発
行ができませんの
で、商品券を購入す
るまでは大切に保管
してください。

【問】商工振興課　☎ 0854-40-1052

雲南市プレミアム付商品券の購入・使用期限



税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ

等
）
や
農
耕
作
業
用
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え
機

等
） 

の
所
有
者
は
、
公
道
を
走
行

す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
軽

自
動
車
税
種
別
割
の
申
告
と
納
税

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
地
方
税

法
４
４
２
条
、
同
４
４
３
条
、
雲

南
市
税
条
例
第
80
条
）

　
新
規
で
購
入
さ
れ
た
方
、
既
に

所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
付
い
て
い
な
い
車
両
を
お
持

ち
の
方
は
、
車
両
情
報
（
メ
ー

カ
ー
、
車
台
番
号
、
型
式
、
年
式

等
）
を
分
か
る
よ
う
に
し
て
、
速

や
か
に
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
即
日
交
付
し
ま
す
。

【
課
税
対
象
と
な
る
小
型
特
殊
自
動
車
】

　
最
高
速
度
が
時
速
15
㎞
以
下
の

も
の
で
、
か
つ
車
両
の
長
さ
４
ｍ

70
㎝
以
下
×
幅
１
ｍ
70
㎝
以
下
×

高
さ
２
ｍ
80
㎝
以
下
の
も
の

【
課
税
対
象
と
な
る
農
耕
作
業
用

自
動
車
】

　
最
高
速
度
が
時
速
35
㎞
未
満
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
ナ
ン
バ
ー
登

録
は
お
済
み
で
す
か
？

「
食
品
ロ
ス
」を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

40-

１
１
２
３

　
日
本
で
は
、
本
来
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品
、
い

わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
が
年
間

６
４
３
万
ｔ
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
約
２
９
１
万
ｔ
は
家

庭
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
一
人
当
た
り
換
算
す
る
と

年
間
約
51
㎏
と
な
り
、
１
日
当
た

り
お
茶
碗
１
杯
分（
約
１
４
０
ｇ
）

の
食
べ
物
を
捨
て
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
は
家

庭
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

■ 

捨
て
ら
れ
や
す
い
食
材 

１
位

　
主
食

（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
）

２
位

　
野
菜

　

３
位

　
お
か
ず

■ 

捨
て
て
し
ま
う
理
由 

１
位

　
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

　

２
位

　
傷
ま
せ
て
し
ま
っ
た

　

３
位

　
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
が

　
　
　

切
れ
て
い
た

★ 

今
日
か
ら
実
践
！
食
品
ロ
ス
削
減

・ 

買
い
物
は
事
前
に
冷
蔵
庫
内
等

を
確
認
し
、
使
う
分
だ
け
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

保
存
方
法
に
従
っ
て
最
適
な
保

存
場
所
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・ 「
い
つ
か
食
べ
る
」
食
品
は
食

品
ロ
ス
予
備
軍
で
す
。
賞
味
期

限
・
消
費
期
限
を
確
認
し
残
っ

て
い
る
食
材
か
ら
使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

必
要
な
量
だ
け
購
入
し
て
、
作

り
過
ぎ
な
い
、
残
り
物
も
他
の

料
理
に
活
用
す
る
等
食
品
が
無

駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

・ 

ま
た
、
宴
会
等
で
は
「
３さ

ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
」に
取
り
組
み
、乾
杯
後

の
30
分
と
、
お
開
き
前
の
10
分

間
は
自
分
の
席
で
食
事
を
し
て

食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配

慮
で
「
食
品
ロ
ス
」
は
削
減
で
き

ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

2 19月 日(水)

食 育 日の

毎月１９日は

 ☎

も
の
で
、
か
つ
運
転
席
が
あ
る
も

の
（
運
転
席
の
な
い
手
押
し
式
の

も
の
は
対
象
外
）

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
販
売
証
明
書

※ 

事
務
所
や
集
落
、
農
業
法
人
等

が
所
有
す
る
車
両
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

※ 

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日

以
内
に
市
へ
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

当
な
理
由
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
廃
車
時
も
届
出
が
必
要
で
す
】

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
そ
の
年
度

分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
の
届
出
が
な
い
場
合
は
、

登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
印

鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参
の

う
え
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
廃
品
回
収
業
者
等
へ
引
き

取
っ
て
も
ら
う
場
合
に
も
、
必
ず
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
外
し
て
廃
車

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

 

◆
市
営
住
宅
入
居
者 

【
募
集
期
間
】

　
２
月
５
日
㈬
か
ら
２
月
13
日
㈭

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
２
月
１
日
㈯
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
２
月
３
日
㈪
に
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
１
月
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
が
充
実

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
自
宅
や
会
社
の

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
利
用
し
て
求
職
・
求
人
情
報
の

登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
内
の
パ
ソ
コ
ン
と
同

じ
求
人
情
報
（
求
人
票
）
を
検

索
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

☎
０
８
５
４-

42-

０
７
５
１



水
道
局
下
水
道
課

☎
０
８
５
４-
42-
３
４
７
１

　
令
和
２
年
度
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
受
付
は
水
道
局
下
水
道
課
で
行

い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
２
月
３
日
㈪
か
ら
10
月
30
日
㈮

ま
で

【
募
集
条
件
】

　
４
月
以
降
に
宅
内
工
事
と
合
併

浄
化
槽
工
事
を
同
時
に
施
工
す
る

場
合
が
対
象
で
す
。

令
和
２
年
度
合
併
浄
化
槽

設
置
受
付
開
始

　道や川の異状を発見したらスマートフォン用アプリ
「パトレポしまね」で通報してください。
　あなたからの通報が道と川の安全につながります！

■こんなときに通報してください。
　・道路に落石、舗装の陥没がある　等
　・川の護岸が決壊している　等

■操作は簡単
　①スマートフォンへアプリ「パトレポしまね」をダウンロード
　②異状を発見したら「パトレポしまね」を起動し写真を撮影・送信
　　⇒県土整備事務所等の職員が通報内容を確認し現地を確認します。

ア
プ
リ
「
パ
ト
レ

ポ
し
ま
ね
」
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無

料
）
は
こ
ち
ら

【問】島根県土木部道路維持課　☎ 0852-22-6098・都市計画課　☎ 0854-40-1064

道や川の異状を発見したら「パトレポしまね」で通報を！

優待乗車券有効期限優待乗車券有効期限
３月３１日

市民バス・タクシーで使用できる

長寿障がい福祉課　☎0854-40-1042

市民バス・タクシーで使用できる

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
雲
南
圏
域
の
福
祉
事
業
所
に
就

職
を
希
望
す
る
方
へ
の
就
職
支
援

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
福
祉
の
仕
事
が
は
じ
め
て
の

方
、
資
格
の
な
い
方
等
、
ど
な
た

で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

当
相
談
会
・
面
談
会
は
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
失
業
認
定
に
係
る

求
職
活
動
に
該
当
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
３
月
３
日
㈫
11
時
か
ら
13
時
ま

で【
会
場
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南
２
階

【
内
容
】

・
個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

・
資
料
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

・ 

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
人
材
セ
ン

タ
ー
）

※ 

参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
入
退

場
自
由
、
服
装
自
由
。

※ 

年
齢
制
限
な
し
、
お
子
さ
ん
連

れ
で
の
参
加
も
可
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事

相
談
会
・
面
談
会
in
雲
南

島
根
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

 

■
第
一
課
程
（
公
開
講
座
15
回
）

【
募
集
人
員
】
25
人
程
度

【
募
集
期
間
】

　
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で

【
応
募
資
格
】

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
受
講
費
用
】
１
万
円

【
受
講
期
間
】

　
４
月
４
日
か
ら
７
月
４
日
の
予
定

　
第
１
・
３
土
曜
日
13
時
15
分
か

ら
16
時
30
分
（
１
日
２
コ
マ
）

【
会
場
】

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根（
松
江
市
）

【
申
込
方
法
】

　
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

■
第
二
課
程
（
養
成
講
座
）　
　

【
応
募
資
格
】
20
歳
か
ら
75
歳
ま
で

【
受
講
費
用
】
１
万
円

【
受
講
期
間
】

　
７
月
か
ら

　
毎
週
土
曜
日
（
第

４
土
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
方
法
】

　
第
一
課
程
終
了
後
、
面
接
を
経

て
受
講
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
８
５
２-

32-

５
９
８
５

　s-inochi@
sm

ile.ocn.ne.jp

「レポート作成」
を押す

現場写真を撮影
し送信

写真と位置情報が
送信され完了

☝

①起動 ②写真撮影・送信 ③完了



　たばこの煙は、がんや心臓病、脳卒中、歯周病、乳幼児突然死症候群等のリスクを高め、周りの人の健康
にも影響を与えます。
　平成30年７月25日に「健康増進法の一部を改正する法律」が公布され、段階的に施行されており、令和
２年４月１日に全面施行されます。

❶ 望まない受動喫煙をなくす（屋内施設は原則禁煙）
❷ 受動喫煙による健康影響が大きい子どもや病気の方等に特に配慮する
❸ 施設の類型・場所ごとに対策を実施する

地域の方が集まる場所は屋内禁煙としていただき、
たばこの煙から地域の皆さんの健康に配慮するよう、お互いが協力しましょう。

　詳しくは、以下をご覧ください。
　厚生労働省「なくそう！望まない受動喫煙」　特設サイト　https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/

【問】健康づくり政策課　☎ 0854-40-1040

地域ぐるみで受動喫煙防止に努めよう

法改正のポイント

主なルール

観
光
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
雲
南
市
観
光
協
会
の
制
作
し
た

市
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
が
、「
第
１
回 

地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
大
賞
」
の
ふ
る
さ
と
動
画

部
門
に
お
い
て
選
考
委
員
特
別
賞

（
及お

い
か
わ
た
く
や

川
卓
也
賞
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
は
、（
一

財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
地

域
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

広
報
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
募

集
し
た
も
の
で
、
全
国
の
自
治
体

か
ら
１
５
６
点
の
作
品
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

で
は
、
市
内
の
観
光
地
や
地
域
芸

能
を
紹
介
し
て
お
り
、
市
の
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
入
賞
作
品「
雲
南
市
観
光
Ｐ
Ｖ
」

https://w
w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=7X

Irr5q3p3Y

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

大
賞
入
賞

0854-40-1015

　「禁煙しようかな」と思ったら、薬局、医療機関、健康づくり政策課へ相談ください。

※ただし、必要な措置が取られた場合に限り、屋外へ喫煙場所の設置ができます。

〇第二種施設　原則屋内禁煙が義務化されます！（令和 2 年４月 1 日から施行）

※所定の要件に適応すれば、喫煙室の設置ができます。
　第一種施設以外の多くの方が利用する施設（自治会の集会所、飲食店、事業所、工場等）、旅客運送事
業船舶、鉄道で、原則屋内禁煙となります。

〇第一種施設　原則敷地内禁煙（令和元年７月 1 日施行）
　学校、病院、児童福祉施設等、行政機関、旅客運送事業自動車、航空機



　この法律は、障がいのある方もない方も互いにその人らしさを認
め合いながら、共に生きる社会をつくることをめざしています。

障害者差別解消法

段差があるという理由
で、車椅子の客はお店に
入らせない。

障がい者向けの物件はな
いと言って対応しない。

本人を無視して介助者や
支援者、付添いの方だけ
に話し掛ける。

【問】長寿障がい福祉課（地域協議会事務局）　☎ 0854-40-1042
※地域協議会…障がいを理由とする差別の解消に向けた取り組みを推進するため、地域の関係機関により構成された組織 

対象となる「障がい者」は？
　この法律に書いてある「障がい者」とは障害者
手帳を持っている方のことだけではありません。
身体障がい、知的障がい、精神障がいのある方等、
障がいや社会生活に相当な制限を受けている方す
べて（障がい児も含まれます）が対象です。

対象となる「事業所」は？
　会社やお店はもちろんのこと、同じサービ
ス等を繰り返し継続する意思を持って行う
方々を言い、ボランティア活動をするグルー
プ等も入ります。

　障がいのある方が、不当な差別的取扱いを受けていた、合理的配慮を提供してもらえていない等あ
りましたら、下記へ相談ください。

　この法律では、「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的
配慮の提供」を求める事によって、障がいのある方もない方
も共に暮らせる社会をめざしています。

●「不当な差別的取扱い」とは？
　障がいのある方に対して、正当な理由なく、障がいを理由と
して、サービスの提供を拒否することや、サービスの提供に当たって場所や時間帯等を制限すること、障が
いのない方には付けない条件を付けること等が禁止されています。

●「合理的配慮」とは？
　合理的配慮とは、障がい者からの助けを求める意思の表明があった場合、事業所は過度な負担になり過ぎ
ない範囲で対応することです。理由を説明し、別のやり方を提案することも含め、理解を得るよう努めるこ
とが大切です。



観光NOW
その⑦

こんにちは

です

　寒い時期に楽しみたくなるのが温泉。雲南市には多くの温泉
があります。今回はその中から３ヵ所の温泉を紹介します。

【問】雲南市観光協会　☎ 0854-42-9770　・　観光振興課　☎ 0854-40-1054

♨

❶ 出雲湯村温泉
　昨年11月19日に国民宿舎清

せい

嵐
らん

荘
そう

がオープンして注目度が高まっている温泉です。出雲湯村温泉は、泉質
がアルカリ性単純温泉で、「家族みんなにやさしい美肌の湯」です。
　出雲湯村温泉内の各施設には家族風呂がありますのでご家族でもお楽しみいただけます。

❸ 東日登温泉「おろち湯ったり館」
　市民の憩いの場としても親しまれているここのお湯
は、「傷の湯」として切り傷ややけど等肌の蘇

そ

生
せい

効果
が期待できると言われています。
　同じ市内でもさまざまな泉質を楽しむことができ
ます。
　この冬は市内の温泉巡りを楽しんでみてはいかがで
しょうか。
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寒い冬におススメ！
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（誤） 
蓮は
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　法ほ
う
し
ょ
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三
刀
屋
町
）

　
　
　
　←

（正）
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　法ほ
う
し
ょ
う暲

さ
ん（
大

　東
　町
）

公衆浴場  元湯  漆
し つ に

仁の湯（出雲湯村温泉）

❷ 海 潮 温 泉
　泉質は塩化物泉で「塩でお肌をコーティングする、体がいつまでもポカポカする温まりの湯」と言えます。
「海潮荘」と「桂荘」で入浴できます。



雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３ FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

代引きで身に覚えのない荷物が送られてきた
　代引き（代金引換）とは、ネット通販等で購入した商品の代金を、商品到着と同時に配送業者に支払い、
引き換えに商品を受け取るサービスのことです。商品の到着を確認してから代金を支払うことができる便利
なサービスですが、トラブルも起こっています。

1．心当たりのない商品が代引きで届いた場合は
　・商品の受け取りや支払いをしない。
　・ 家族宛て等、受け取るべきかその場で判断できないときは、すぐに支払いをせず
配送業者（ドライバー）に事情を説明して、一旦持ち帰ってもらう。

2．心当たりのない商品を代引きで受け取ってしまった場合
　・荷物の発送元に身に覚えのない商品であることを伝え、返品や返金を依頼する。
　・普段からの備えとして、通販を利用した場合は、代引き等の支払い方法も含め家
　　族に伝える等、家族間でのルールを決めておきましょう。
3．困ったときは消費者ホットライン「局番なしの１８８（いやや）」に相談ください。

1．代引きで連続して４回、身に覚えのない荷物が届いた。
2．何者かが私の名前を使って注文したと思われる商品が、代引きで届いた。
3．家族宛ての代引き商品を受け取り、開封確認したら購入した覚えのないものだっ
　た。

相談事例

消費者への
アドバイス

　コウノトリは、毎年２月頃から繁殖期を迎えます。
　この時期に、人が巣に近づくと、巣づくりや子育てに大きな影響を与えます。
　巣の近くを通行される際は、長時間立ち止まったり、むやみに近づいたりしないでください。
　また、市では「コウノトリ観察ルール」を設けています。
　観察時には、このルールを守っていただきますようお願いします。

【コウノトリ観察ルール】
　① コウノトリから150ｍ以上離れた場所から観察してください。
　② 大きな音を立てたり、大声を出して脅かさないでください。
　③ 追いかけ回さないでください。
　④ 餌を与えないでください。
　⑤ 写真撮影時に、フラッシュを使用しないでください。
　⑥ 私有地や進入禁止地等には、絶対に立ち入らないでください。
　⑦ 駐車トラブル等に十分注意し、地域住民に迷惑を掛けないようにしてください。

【問】文化財課　☎ 0854-40-1104

コウノトリ観察

子育て中のげんきくん
©雲南市教育委員会



チームワーク抜群！地方で働くからこそ出会える「個性を
生かせる会社」の強みを徹底的に掘り起こし、採用ＰＲに
つなげよ！

１

「まちのディーラー」の生き残り大作戦！新規顧客獲得＆
  維持のためのコミュニケーションデザインプロジェクト！

脱 土建屋イメージ！
中澤建設の新たな道をＰＲ動画から拓く

株式会社山光

掛合マツダ有限会社

株式会社中澤建設

薬湯×美肌　20代～30代の女性向け新宿泊プランを開発
せよ！

株式会社吉田ふるさと村

雲南コミュニティキャンパス
実践型インターンシップ  参加者募集
課題解決先進地「雲南市」は、次世代を担う若者たちのチャレン
ジのフィールドでもあります。多様な価値観の中で社会実践を積
むことで、あなたの“らしさ”を発掘しませんか？

開催期間

2/17～3/19
（月） （木）

雲南コミュニティキャンパス
実践型インターンシップ  参加者募集



市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－40－1073（社会教育課）
　おはなし会：三刀屋子育て支援センター　28日（金）10:00～

　吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
 （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館 　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  
毎週月曜日、 11日（火・祝）、23日（日・祝）、振替休館日：25日(火)
図書整理日：29日(土)
臨時休館：１月30日（木）～２月13日（木）（蔵書点検・配架修正等、館内整備作業のため）
 イベント案内 
☆はじめの一歩のおはなし会　16日（日）14:00～
☆よみかたりのじかん　20日（木）、27日（木）14:30～
☆こども劇場inきすきとしょかん　21日（金）16:30～17:00
　昔話等をひとり芝居で上演します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館 　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  
毎週金曜日、11日（火・祝）、23日（日・祝）、24日（月・振替休日）
臨時休館：２月28日（金）～３月６日（金）（蔵書点検のため）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：３日(月)、17日（月）10:30～（30分程度）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は『いいよのじかん』です。
赤ちゃん小さな子どもさん、泣いたり大きな声が出ても大丈夫です。保護者の方も気兼ね
なくゆっくりと図書館を利用ください。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

☆季節の花をいけよう　22日（土）10:30～12:00
 （要申込、詳しくはチラシをご覧ください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館 ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  
毎週木曜、11日（火・祝）、23日（日・祝）、24日（月・振替休日）
図書整理日：29日(金)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。
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子
こ

「お鳥
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見
み

女
にょう

房
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⑧別
わか

れの季
き

節
せつ

」▼山
やま

本
もと

一
いち

力
りき

「後
ご

家
け

殺
ごろ

し」▼幕
まく

内
うち

秀
ひで

夫
お

「子
こ

どもをじょうぶにす
る食
しょく

事
じ

は、時
じ

間
かん

もお金
かね

も手
て

間
ま

もかからない」▼千
ち

早
はや

 茜
あかね

「神
かみ

様
さま

の暇
ひま

つぶし」▼山
やま

口
ぐち

直
なお

美
み

「激
げき

変
へん

！ビフォア・アフター」▼北
きた

方
かた

謙
けん

三
ぞう

「チンギス紀
き

⑥」▼リサ・クライン・
ランサム「希

き

望
ぼう

の図
と

書
しょ

館
かん

」▼須
す

藤
とう

 茂
しげる

「旅
りょ

客
かく

機
き

から見
み

る日
に

本
ほん

の名
めい

山
ざん

」

園（
所
）開
放
日

大 

東

大 東 こ ど も 園 ●
西 こ ど も 園 ●
佐 世 幼 稚 園 〇 20日㈭ 9:30～11:00
海 潮 こ ど も 園 ● 14日㈮ 9:00～11:00
大 東 保 育 園 毎週水曜日 9:00～14:00 試食の予約：前日16:00まで
か も め 保 育 園 ７日㈮、14日㈮、28日㈮ 9:00～12:00 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日（平日） 試食予約：当日9:00まで（試食は金曜のみ）

加
茂
加 茂 こ ど も 園 21日㈮ 9:30～12:00（※要予約：〆切14日㈮） 
たちばら保育園 ▲ 月曜日～金曜日（平日） 9:30～11:00
みなみかも保育園 月曜日～金曜日（平日） 9:00～12:00　試食の予約：前日16:00まで

木
次

寺 領 幼 稚 園 〇 ●の施設は土曜日、日曜日に園庭を開放しています。
〇の施設は土曜日、日曜日、冬休み等に園庭を開放しています。
▲の施設は日曜日に園庭を開放しています。　　　　
△の施設は土曜日午後、日曜日に園庭を開放しています。
◆の施設は土曜日、日曜日に園庭を開放していますが、事前に予約が必要です。
注意　
１．いずれも行事のあるときは除く　　　２．保護者同伴で利用すること　
３．水道は使わないこと　　　　　　　　４．ごみは持って帰ること　
５．遊具は小学生以上は利用しないこと　６．利用後は施錠を忘れずにすること
※この欄の施設は、2月に園(所)開放を開催しません。

西 日 登 幼 稚 園 〇
斐 伊 こ ど も 園
木 次 こ ど も 園 △
斐 伊 保 育 所 △
四ツ葉学園保育所

三
刀
屋

鍋 山 幼 稚 園 〇
三刀屋こども園 ◆
三 刀 屋 保 育 所 12日㈬ 10:00～ (1時間程度)

吉
田
吉 田 保 育 所 △ 20日㈭ 9:30～11:30
田 井 保 育 所 △ 20日㈭ 9:30～11:30

掛
合掛 合 保 育 所 ▲ 19日㈬ 9:00～11:00 

試食会：19日㈬ 11:00～12:00（※要予約：申込〆切12日㈬）
問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎40-1044

掛 
合

支援センター（分室：掛合体育館)

分室
節分～豆まき～  ３日㈪ 10:00～11:30

（※要予約）
お話の日 14日㈮ 10:30～11:00
リサイクル会 25日㈫～27日㈭   9:30～16:30

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あい♪あいくらぶ）
吉田健康福祉
センター フリースペース♪ 19日㈬   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

木

　次

支援センター

木次子育て支援
センター

おひるねアート（１歳半まで）  ４日㈫ 10:00～（※要予約）
リフレッシュ講座　整体（年齢不問）  ５日㈬   9:30～（※要予約）
体を動かすドレミちゃん♪（１歳半以上）  ６日㈭ 10:00～（※要予約）
t
ト ミ ゾ ー

omizoのスマホ撮影講座  ７日㈮ 10:00～（※要予約）
誕生会 13日㈭ 10:30～（※誕生児要予約）
ミュージックケア(年齢不問） 14日㈮ 10:00～
Ｃ
チ ャ ン

hanみきママのハンドメイド教室 19日㈬ 10:00～（※要予約）
リフレッシュ講座　 骨盤矯正
（6ヵ月未満のママ） 19日㈬ 13:30～（※要予約）
整体セルフケア 26日㈬ 10:00～（※要予約）

教室・相談
木次子育て支援
センター

ベビーマッサージ（２～８ヵ月） 18日㈫ 10:00～
離乳食教室（５～８ヵ月） 20日㈭ 10:30～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

大

　東

教室・相談
大東子育て支援
センター

（あおぞら保育園）
子育て相談 14日㈮、28日㈮ 10:00～16:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30～12:00
よちよち（久野交流センター）  １日㈯   9:30～11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ３日㈪   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 13日㈭   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター） 14日㈮   9:30～11:30
地域サークル
佐世交流センター 20日㈭   9:30～11:30
大東（木馬） 21日㈮   9:30～11:30
その他
大東地域交流
センター ふれあい遊び教室 13日㈭   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500

加

　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば「節分の会」  ３日㈪ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば
「ベビーマッサージ」  ５日㈬ 10:00～（１時間程度）

お茶会  ７日㈮ 10:00～（１時間程度）
（※要予約）

たんぽぽひろば「誕生会」
※2月生まれのお友だちは予約ください。　　12日㈬
※行事があっても通常利用できますので利用ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ６日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 13日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 20日㈭ 10:00～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 25日㈫ 10:00～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援
センター あそぼう広場 14日㈮ 10:00～10:30

問い合わせ先 
▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

２２月月 子育て支援センターなどの子育て支援センターなどの
ススケケジジュューールル



◆休日がん検診（要予約）
（胃がん・結核肺がん・大腸がん・

乳がん・子宮頸がん検診） 
受付時間

三刀屋文化体育館
アスパル  ２日㈰   8:45～11:30

13:15～15:30

◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ３日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ５日㈬
加茂子育て支援センター 17日㈪
大東健康福祉センター 25日㈫
木次子育て支援センター 28日㈮
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 25日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 10日㈪ 9:30～

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 13日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 27日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ６日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 19日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所

 ６日㈭ 10:00 ～ 14:00
【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター

 ６日㈭ 14:00 ～ 16:00
【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
こころの健康＆もの忘れ相談

12日㈬ 13:00 ～ 15:00
【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南

12日㈬ 13:00 ～ 16:00
【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 13日㈭

27日㈭ 10:00 ～ 15:00
【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談

17日㈪ 13:00 ～ 15:00
【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談

19日㈬ 13:00 ～ 15:00
【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 19日㈬

26日㈬
14:00～16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

交通事故巡回相談 出雲市役所
20日㈭   9:00 ～ 15:00

【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん（認知症カフェ） 雲南市役所

20日㈭ 10:00 ～ 11:45
参加料　300円【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095

難病サロン「ひまわり」
21日㈮ 13:00 ～ 15:00

【問】雲南保健所　☎ 42-9638

２月の健診・教室など　 【問】健康推進課　☎40-1045

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854です。 

木次町

雲南市役所本庁舎 26日㈬   9:30～11:30
13:00～17:00

献血 【問】市民生活課　☎40-1031

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ３日㈪ 18:30～20:30
吉田ふるさとセンター  ６日㈭

19:00～21:00
大東地域交流センター 11日㈫
下熊谷交流センター 17日㈪
掛合まめなかセンター 19日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈯

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F相談室 ５、12、19、26日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 22日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配事についての相談会

個別相談会 おんせんキャンパス
（旧温泉小学校） 22日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

【問】保健医療介護連携室　☎40-1095

健康づくりいきいき体操教室

「背中・肩のストレッチ」 
リズム体操やストレッチで無理なく、楽しく体力づくり
 と　き  ２月６日、20日、３月５日、19日（木）
 10:00～11:00
 ところ  サンワーク木次多目的ルーム
 料　金  ４回2,650円　１回800円
 講　師  ヘルスケアトレーナー　栗

くり

　玲
れい

子
こ

さん
 持ち物  バスタオル、運動靴、飲み物
 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

里親制度普及啓発講演会 
 と　き  ３月１日（日）13:00～16:20（12:30受付開始）
 ところ  島根県民会館大会議室
 定　員  180人
 参加費  無料（託児あり、要申込：２月14日〆切）
 内　容 
講演会：「子育ての悩みどころを考える
 ～褒め方・叱り方から里親養育まで～」

講　師：島根県立大学准教授　藤
ふじ

原
はら

映
てる

久
ひさ

さん

 【問】島根県社会福祉士会　☎0852-28-8181

◎今月の表紙　
　食を通じた出会いの場づくりを始めて９
年。この日は多文化共生の取り組みについ
て理解を深めました。ジェジンさんが心を
込めて作ってくださったお料理で、心も体
も温まりました。
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人　口･･ 37,720人（－100人）

世帯数･･ 13,748世帯（－39世帯）
令和 2 年 1 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 19,528人（－62人）

男　性･･ 18,192人（－38人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

第15回 雲南神楽フェスティバル 
 と　き  ２月23日（日）9:30開場 10:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 入場料  前売券1,000円、当日券1,300円
 （全席自由・税込）

 ※高校生以下無料
 　障がい者割引：100 円（本人および介添人 1 人まで）

 【問】観光振興課　☎0854-40-1054

ラメールミュージカルスクール公演　宮
みや

澤
ざわ

賢
けん

治
じ

物語2020

「Ｋ
け ん じ

ＥＮＪＩ　Ｒ
ロ ボ ッ ト

ＯＢＯＴ」 
原作・作詞・作曲・演出・音楽：モンデンモモ

T
トリビュート

ribute t
トゥ

o 宮澤賢治
スクールに通う子どもたち（幼児～高校生）約
50人が出演する、創作ミュージカル公演！
今年は、宮澤賢治をテーマにした新作にチャレン
ジします。子どもたちの清々しい歌声と元気いっ
ぱいのダンスにご声援をお願いします♪
 と　き  ２月29日（土）15:30開場 16:00開演
 ３月 １日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  加茂文化ホールラメール（大ホール）

 入場料  【１階／指定席】
　　　　　一般1,000円、高校生以下500円
 【２階／自由席】前売500円、当日800円
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

出雲神楽の夕べ 
出演：西日登神楽社中

市内13の神楽社中が月がわりで登場！
 と　き  ２月８日（土）18:30開場 19:00開演　
 ※１月・２月は開演時間が１時間早くなります。

 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、小中学生200円
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

UNNANアートスタート p
プ レ ゼ ン ツ

resents チェリヴァシアター

UNNANアートスタートのサーカス小屋 
～遊びと映画とマルシェ～

 と　き  ２月29日（土）10:00～15:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
●映画上映　
　チェリヴァシアターディズニー映画「ダンボ」
　日本語吹替版 (1941年／アメリカ／64分）

　①10:30～　②14:00～（２回上映）

　 入場料  前売500円（当日700円）
※未就学児無料　※無料託児有（要申込・〆切２月20日㈭）

●体験エリア「ミライ☆サーカス」11:00～15:30
　テクノロジー×アートを体験！
　描いた絵が動き出すよ！
●マルシェ　11:00～15:30

“サーカス”にちなんだフードやドリンクが大集合♪
【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

トレーニングルーム「冬の体力測定会」 
５種目の測定で体力レベルが分かります。（所要
時間約30分）
 と　き  ２月21日（金）10:00～16:00
 ところ  サンワーク木次トレーニングルーム
 料　金  260円（施設利用料）

 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090




